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【表紙の写真】 

小熊裕子 

（左上）タンナ島のトカダンスでフェイスペイン

ティングした男の子 

タンナ島には12の大きな村があり、そのうちの

1つがホストとなって村相互の親睦をはかる祭

りを開催します。数年前から準備をするこのお

祭りのために用意されるコスチュームやペイン

ティング、歌、踊りは、各村それぞれ特徴があり

ます。 

仲 誠一・陽子 

（右下）エスプリッツ・サント島の 

      シャンパンビーチ 

南太平洋一美しいといわれるビーチです。海

水と真水が混ざるところに光が反射してシャ

ンパンのように見えることからこの名がついた

といわれています。 
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● 未来を創るのはわたしたち！ 
  地球はさまざまな課題を抱えています。環境や人権や平和など、日本も無関係ではありません。 地球に住む

一人ひとりがそれらの課題に取り組まなければ、よりよい未来を創ることはできないのです。そしてよりよい未来

を創るためには、今、地球で起こっていることは何なのかを知り、それが自分とつながっていることに気づくことが

大切だと考えました。本書に掲載されていることは、地球で起こっていることのほんの一部ですが、それらを通し

て感じたこと、気づいたことが未来につながっていくといいなと思います。 

 『世界大交流』をうたった2005年愛知万博。120カ国の文化や生活に触れたり、いろいろな国の人たちと話を

したりすることは、とても楽しい経験でした。「国際交流」はけっして難しいことではありません。自分の視野を広

げ、他者を尊重する力を育むことにもつながり、そうした力は多文化共生社会を実現するためにも欠かせません。

そんな国際交流の楽しさ、大切さを愛知から発信していきたいと考えました。 

● 国際交流は楽しい！ 

● 人の顔が見える教材をつくりたい！ 

 「日本ってこんな国」「日本人ってこんな人」って決めつけられて違和感を感じた経験はないでしょうか？ 国全体

の概要を知ることももちろん大切ですが、何となく持っている固定概念をもしかしたら裏切るような、「へぇ～。こ

んな一面もあるんだ」と意外に思えるような、そんな教材をつくりたいと考えました。 そうすることによって、「わた

したちが世界のことをいかに知らないか」ということや「普段見聞きしている情報はほんの一面にすぎない」という

ことに気づいてもらうとともに、そこに住んでいる人々を身近に感じてもらえたらいいなと思います。 

● 世界の国から学ぶ！ 

  どんな国もいいところ、悪いところ、いろいろな面を持っています。何が幸せなのか、「豊か」の基準は何なのか、と

いった価値観もさまざまです。例えば、途上国だから「かわいそうな国」ではありませんし、紛争があるから「こわい

国」でもありません。日本にもたくさんの問題があります。様々な国の、特にすばらしいところを知ることによって、

対等な関係をつくるとともに、自分たちの地域や生活をふりかえることができると考えました。国にも人にも文化

にも優劣はないことを踏まえて、お互いに学び合える関係がつくれたらいいなと思います。 

こんな想いを込めました！ 
愛知万博で体験した国際交流の楽しさを広げていきたい！つなげていきたい！ 

そんな想いが本書作成のきっかけでした。 
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●ファシリテーター・先生用の教材です 
  内容については、小学校高学年以上を対象としていますが、本書自体は、ファシリテーター（参加型プログラムの

進行役）や先生に使っていただくための教材となっています。ことば遣いなど、対象に合わせて直してください。必要

に応じてコピーし、配布していただいても結構です。 

●参加型で使うことができる教材です 
 情報・知識を聞くだけでなく、考えたり、作業をしたり、話し合ったりすることによって楽しく学べるとともに、その中

で何かを感じたり、気づいたりしてもらえるようなプログラムにしました。基本的には4～6人のグループに分かれて行

うプログラムになっています。必ずしも正解があるものばかりではありません。参加型のプロセスを大切にしていただ

ければと思います。 

  とはいうものの、使い方は自由です。もちろん、最初から順番にやる必要はありません。対象に応じてプログラムの

進め方を変えたり、時間的な条件によって短縮したりするなど調整することもできます。参加者にあわせて、どんど

んアレンジして使ってください。巻末に参考資料を掲載していますので、最新のデータが必要なときや、もっと深めた

いときは、活用してください。 

●使い方は自由です 

●カラーデータ・写真はダウンロードできます 

 カラーデータ・写真については、（財）愛知県国際交流協会のホームページからダウンロードできます。ただし、著作権

は出典元または（財）愛知県国際交流協会に帰属します。学校関係や国際交流団体等が教育の目的で非営利に使

う場合に限り、活用していただけます。 

●きっかけづくりの教材です 
 本書で紹介したのは、バヌアツのほんの一面です。本書だけでバヌアツのすべてがわかるわけではありません。 

バヌアツに親しみを感じ、関心をもってもらうと同時に、自分たちの地域をふりかえり、地球的課題を考えるきっかけ

として活用してください。 

次のようなことを考えて作りました。 

こんな教材です！ 

  基本的に、1項目２～4ページで掲載しており、実際に使っていただくプログラムと、それに関する説明とで構成さ

れています。それぞれのプログラムの「ねらい」も記載していますので、参考にしてくださいなお、本書で使っている

マークの意味は次の通りです。 

●本書の構成とマークの見方 

プログラムで模造紙を使います。 

プログラムでマジックを使います。 

プログラムで付箋を使います。 

プログラムでＡ４用紙を使います。 
裏紙等を活用してください。 

データ等の出典です。 

写真の撮影者です。 
コピーし、カード等に切り離して 

使ってください。 

プログラムに関する説明です。 
ファシリテーター・先生用です。 

プログラムのねらいです。 

プログラムに使う資料です。 
必要に応じてコピーし配布してください。 

参加型のプログラムです。 
必要に応じてコピーし、配布してください。 
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  2005年に開催された愛知万博の会期中愛知県内の市町村は、公式参加国120カ国（日本を除く）のホームシ

ティ・ホームタウンとして、地域ぐるみのホスピタリティあふれる受入を行いました。この取り組みを「一市町村一国フ

レンドシップ事業」と言います。このフレンドシップ事業では次の5つのことをねらいとしました。 

 

●世界各地から訪れる人々に日本や日本人を理解してもらう 

●迎え入れる地域の人々に、交流を通じて、世界には多様な価値や文化があることを知ってもらう 

●万博会場内だけではなく、地域でもてなすことで、万博を相互交流を深めるための大きな舞台とする 

●地域文化を世界に発信することにより、各地域が自らの文化を再発見し、地域のあり方や発展の方向性について 

  学ぶ機会とする 

●地域に根ざした「人」と「人」との交流を万博終了後も引き継ぎ、 

  世界の人々をつなぐ架け橋としてさらに発展させる 

 

 この「一市町村一国フレンドシップ事業」をさらに広げ、 

つなげていこうと作成したのがこの教材です。 

そして、バヌアツ共和国のホームシティは、蒲郡市でした。 

 

なぜバヌアツ共和国？ 

始まりは、2005年愛知万博「一市町村一国フレンドシップ事業」 

●：201２年教材作成予定の国 

●：2011年教材作成予定の国 

●：2010年教材作成の国 

●：2009年教材作成の国 

●：2008年教材作成の国 

愛知万博／南太平洋共同館 

2011年作成 

予定国 

（31カ国） 

アルメニア共和国 インド 英国 エチオピア連邦民主共和国 エリトリア国 オーストラリア連邦    

ガーナ共和国 カザフスタン共和国 カタール国 ギニア共和国 ギリシャ共和国 コートジボワール共

和国 ジブチ共和国 ジンバブエ共和国 スイス連邦 スペイン王国 チェコ共和国 ツバル デンマー

ク王国 ドイツ連邦共和国 ノルウェー王国 バヌアツ共和国 フィリピン共和国 ブルキナファソ ベト

ナム社会主義共和国 ペルー共和国 ポーランド共和国 マレーシア ミクロネシア連邦 メキシコ合衆

国 ロシア  

2010年作成 

（3０カ国） 

アゼルバイジャン共和国 アンゴラ共和国 アメリカ合衆国 イラン・イスラム共和国 インドネシア共

和国 ウガンダ共和国  カナダ グルジア  コンゴ共和国 サントメ・プリンシペ民主共和国 スーダン

共和国 スリランカ民主社会主義共和国 タイ王国 タジキスタン共和国 中華人民共和国 チュニジ

ア共和国  トルコ共和国 ネパール連邦民主共和国 パプアニューギニア独立国 フィンランド共和国 

ブルガリア共和国 ベネズエラ・ボリバル共和国 ベリーズ ボスニア・ヘルツェゴビナ ホンジュラス共

和国 マーシャル諸島共和国 マリ共和国 ヨルダン・ハシェミット王国 リトアニア共和国 ルワンダ共

和国 

200９年作成 

（20カ国） 

イタリア共和国 ウズベキスタン共和国 エジプト・アラブ共和国 エルサルバドル共和国 カンボジア

王国 キリバス共和国 キルギス共和国 ケニア共和国 サウジアラビア王国 大リビア・アラブ社会主

義人民ジャマーヒリーヤ国 チャド共和国 ドミニカ共和国 ニュージーランド フィジー諸島共和国 ベ

ナン共和国 ベルギー王国 ボリビア多民族国 モロッコ王国 モンゴル国 ラオス人民民主共和国  

200８年作成 

（10カ国） 

オランダ王国 カメルーン共和国 ガボン共和国 セネガル共和国 大韓民国 パキスタン・イスラム共

和国 パナマ共和国 フランス共和国 ポルトガル共和国 南アフリカ共和国 
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第1章 

バヌアツってどんな国？ 

＝ 伝統を守り続ける南太平洋の 

     世界一幸せな国 ＝ 



バヌアツってどこ？どんな国？ 

バヌアツは、太平洋地域に位置する国です。太平洋地域には14の島国がありますが、どんな島国があるか

わかりますか？ ヒントと国旗を参考に、地域カード・国名カードを下の地図に貼ってみましょう。 

1 

05 

バヌアツという国のこと、聞いたことがありますか？ 

地域カード 

国カード 

ミクロネシア ポリネシア メラネシア 

フィジー諸島 

ツバル 

ソロモン諸島 

サモア 

キリバス 

パラオ バヌアツ ナウル 

トンガ ﾊﾟﾌﾟｱﾆｭｰｷﾞﾆｱ 

ニウエ 

クック諸島 

ミクロネシア 

ﾏｰｼｬﾙ諸島 

日本 

オーストラリア 

インド 
ネシア 

ニューカレドニア 

ハワイ サイパン 

グァム 

赤道 

日付変更線 

地域カード 

フレンチポリネシア 

ヒント１ 面積の広い順に並べると… 

パプアニューギニア、ソロモン諸島、フィジー諸島、バヌアツ、サモア、キリバス、トンガ、 

ミクロネシア連邦、パラオ、ニウエ、クック諸島、マーシャル諸島、ツバル、ナウル 

ヒント２ 島の多い順に並べると… 

ミクロネシア連邦、パプアニューギニア、フィジー諸島、パラオ、トンガ、ソロモン諸島、 

バヌアツ、マーシャル諸島、キリバス、クック諸島、サモア、ナウル、ニウエ 

2 さて、バヌアツ共和国について、何か知っていることはありますか？ 
もしなければ、地図を見てどんな国か想像してみましょう。 

3 バヌアツについての資料（→P.6）を読んでみましょう。 



バヌアツという国 

太平洋地域の島国 

P.5のこたえと解説です。 
バヌアツが位置する太平洋地域全体の
概要を知る。 
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日本 

オーストラリア 

インド 
ネシア 

ニューカレドニア 

ハワイ サイパン 

グァム 

赤道 

日付変更線 

フレンチポリネシア 

ミクロネシア 

ポリネシア 

メラネシア 

フィジー諸島 

ツバル 
ソロモン諸島 

サモア 

キリバス 

パラオ 

バヌアツ 

ナウル 

トンガ 

ﾊﾟﾌﾟｱﾆｭｰｷﾞﾆｱ 

ニウエ 

クック諸島 

ミクロネシア 

ﾏｰｼｬﾙ諸島 

太平洋地域には14の島国があり、さらにオーストラリアやニュージーランドを加えてオセアニアとも言われます。

太平洋地域は、次の3つの地域に区分されます。 

ミクロネシア … 「小さい島々」を意味するギリシャ語。 
              日付変更線よりも西、赤道よりも北の地域で、小さなサンゴ島や火山島が点在する。 

メラネシア … 「黒い島々」を意味する。 
              日付変更線よりも西、赤道よりも南の地域で、比較的大きく、ジャングルに覆われた島が   

              多い。 

ポリネシア … 「多くの島々」を意味する。 
              日付変更線よりも東の地域。ハワイ、イースター島、ニュージーランドを結ぶポリネシアン・   

              トライアングルとよばれる三角形の中にほぼ集中している。 

ミクロネシアには3国（パラオ共和国、ミクロネシア連邦、マーシャル諸島共和国）、ポリネシアには2国（ニウエ、

クック諸島）の自由連合国があります。自由連合国というのは、完全独立にいたる前段階として、旧宗主国と自

由連合協定を結んだ国のことです。ミクロネシアの3国は、限りなく独立国に近く、国連にも加盟しているので、

日本の外務省は国として対応し、ポリネシアの2国は、ニュージーランドの市民権を持ち、限りなく自治領に近い

ため、地域として対応しています。 

バヌアツは、南北約1,200ｋｍにわたって、比較的大きな13の島と70以上の小さな島から成る国です。人口は

234,000人。ほとんどがメラネシア系でキリスト教徒です。1980年に英連邦の一員として独立しました。公用語

は、ビスラマ語（ピジン英語）、英語、フランス語の３つ。首都はポートビラ。大統領を元首とする共和制をとり、行

政の実権は首相が持ちます。 

ほとんどの島が、起伏の激しい山並みを持ち、豊かな森林で覆われています。気候は、南部が亜熱帯、北部が

熱帯気候に属します。主要産業は農業。タロイモやヤムイモを中心とした自給自足農業とコプラの輸出が中心

でしたが、近年、農業の多様化を図り、ココアや牛肉の輸出が増加しています。また、観光産業にも力を入れ、目

覚ましい経済成長を果たしています。 

http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23243&z1=AT53Q7rr
http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23429&z1=AT53Q7rr
http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23424&z1=AT53Q7rr
http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23422&z1=AT53Q7rr
http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23418&z1=AT53Q7rr
http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23418&z1=AT53Q7rr
http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23413&z1=AT53Q7rr
http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23410&z1=AT53Q7rr
http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23406&z1=AT53Q7rr
http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23400&z1=AT53Q7rr
http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23396&z1=AT53Q7rr
http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23393&z1=AT53Q7rr
http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23391&z1=AT53Q7rr
http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23389&z1=AT53Q7rr
http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23387&z1=AT53Q7rr
http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23241&z1=AT53Q7rr
http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23379&z1=AT53Q7rr
http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23379&z1=AT53Q7rr
http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23376&z1=AT53Q7rr
http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23372&z1=AT53Q7rr
http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23369&z1=AT53Q7rr
http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23359&z1=AT53Q7rr
http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23363&z1=AT53Q7rr
http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23363&z1=AT53Q7rr


バヌアツにまつわるウソ？ホント？～レベル１～ 

バヌアツという国、いったいどんな国なんでしょう？ 想像して、クイズに答えてみましょう。 

9 

5 6 

7 8 

2 1 3 

4 

07 

  バヌアツという国

名は、「南の島」を意

味する。 

  バヌアツには、80

以上の島があるが、

そのうち、人が住んで

いるのは、約40の島

である。 

  バヌアツの島はす

べてサンゴ礁ででき

ている。 

  バヌアツの公用語

はスペイン語である。 

  バヌアツの人口の

約70％が農業で自

給自足の生活をして

いる。 

  バヌアツの通貨単

位は「バツ」であるが、 

この「バツ」は「石」を

意味する。 

  バヌアツの面積は、

北海道の面積とだい

たい同じである。 

  2006年の英国シ

ンクタンクの調査で、

バヌアツは「世界一

幸せな国」に選ばれ

た。 

  バヌアツは、バン

ジージャンプ発祥の

地である。 



P.７のこたえと解説です。 
クイズを通して、バヌアツに関心を持つととも
に、より深く理解する。 

08 

1 × 
ウソ バヌアツは、「我々の土地」または「永遠の土地」という意味です。この島に人が初めて住んだのは、

数千年前のことと言われていますが、ヨーロッパ人が初めてこの島を訪れたのは、1606年のことで

す。18世紀以降、ヨーロッパによる植民が進められましたが、その頃は別の名前がつけられていまし

た。（→P.10①） 1980年7月、74年間におよぶ英国とフランスの共同統治から脱し独立した際、こ

の国名になりました。 

2 × 
ウソ 

バヌアツの80以上の島のうち、人が生活しているのは12島で、人口の70％はエファテ島、エスプ

リッツサント島、マレクラ島、タンナ島に住んでいます。ヨーロッパ人の多くは、首都のポートヴィラ（エ

ファテ島）とルーガンビル（エスプリッツサント島）に住んでいます。 

3 × 
ウソ バヌアツの島の約半分は火山島で、残りの約半分はサンゴ礁から成る島です。アンブリム島、タン

ナ島の火山は活火山です。（→P.２4③） 

× 
ウソ 5 バヌアツの面積は、12,190ｋ㎡。新潟県（12,584ｋ㎡）とほぼ同じです。面積が大きい島はサント島

（4,010ｋ㎡）、次いで、マレクラ島（2,069ｋ㎡）、エファテ島（980ｋ㎡ 佐渡島より少し大きい）、エロマ

ンゴ島（900ｋ㎡）となっています。ちなみに、北海道の面積は83,456ｋ㎡です。 

4 × 
ウソ バヌアツの公用語は、ビスラマ語（ピジン英語）、英語、フランス語の３つです。ただし、それぞれの

村では、それ以外に異なることばが使われています。（→P.10③⑦）ビスラマ語は英語を基にしたこ

とばで、その名は、ポルトガル語で「海のちびすけ」を意味するアカミシキリ（ナマコの一種）の呼称

bicho do mar がフランス語を経て現地の言葉とまざったもの。英語より文法も単語も単純になっ
ています。（→P.2５） 

○ 
ホント 

6 バヌアツ経済は、タロイモやヤムイモを中心とする自給自足農業と

コプラの輸出が中心で、全人口の70％が農業に携わっています。 

コプラとは、ココヤシの果実の胚乳を乾燥したもので、それを圧搾し

たコプラ油（椰子油）はマーガリンやせっけんなどに使われます。 

7 ○ 
ホント バヌアツの通貨単位はバツ（Vatu）で、現地語で「石」を意味します。 

2011年3月1日現在100円＝113.68498 バツです。 

200バツ紙幣 

9 ○ 
ホント バヌアツのペンテコスト島で、1000年前から行われている「ナゴールの儀式」から始まったのがバン

ジージャンプです。この儀式を見たニュージーランドのA.J.ハケット氏が、スポーツとして成立させま

した。1988年カワラウ川にかかるつり橋カワラウブリッジから47mジャンプしたのが、最初のバン

ジージャンプです。（→P.21） 

8 ○ 
ホント 「幸福」の指標は様々ですが、これは英国のシンクタンクによるランキングです。 

国民が感じている「人生満足度」に「平均寿命」を掛け、それを「地球環境負荷度」で割ったもので

す。ちなみに、この調査で日本は178カ国中95位でした。（→P.27) 

http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23243&z1=AT53Q7rr
http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23429&z1=AT53Q7rr
http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23424&z1=AT53Q7rr
http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23422&z1=AT53Q7rr
http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23418&z1=AT53Q7rr
http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23418&z1=AT53Q7rr
http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23413&z1=AT53Q7rr
http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23410&z1=AT53Q7rr
http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23406&z1=AT53Q7rr
http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23400&z1=AT53Q7rr
http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23396&z1=AT53Q7rr
http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23393&z1=AT53Q7rr
http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23391&z1=AT53Q7rr
http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23389&z1=AT53Q7rr
http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23387&z1=AT53Q7rr
http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23241&z1=AT53Q7rr
http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23379&z1=AT53Q7rr
http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23379&z1=AT53Q7rr
http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23376&z1=AT53Q7rr
http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23372&z1=AT53Q7rr
http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23369&z1=AT53Q7rr
http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23359&z1=AT53Q7rr
http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23363&z1=AT53Q7rr
http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23363&z1=AT53Q7rr


バヌアツにまつわるウソ？ホント？～レベル２～ 
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   バヌアツという現

在の国名をつけたの

は、キャプテン・クック

である。 

   バヌアツには、大

統領と首相がいる。 

   バヌアツでは、

100以上の言語が話

されている。 

   車のナンバープ

レートに「T」と書かれ

ているのは、「タク

シー」という意味であ

る。 

   バヌアツでは、商

品やサービスに税金

はかからない。 

   3月5日は「酋長の

日」である。 

   バヌアツでは、国

語の「ビスラマ語」を

学校では教えない。 

   バヌアツには、海

中郵便局がある。 

   バヌアツには、世

界遺産はない。 

さらに、レベルアップ！ いくつ答えられますか？ 



P.9のこたえと解説です。 
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クイズを通して、バヌアツに関心を持つととも
に、より深く理解する。 

1 × 
ウソ 最初に名前をつけたのは1774年キャプテンクックでしたが、「バヌアツ」ではなく、「ニュー・ヘブリ

デス島」でした。スコットランドのヘブリデスに雰囲気が似ていることからつけられました。 

2 ○ 
ホント 

バヌアツは共和制をとっています。大統領は象徴的存在です。議会の議員と各州の議長による

大統領選挙によって決められますが、全体の3分の2以上の票を獲得することが条件で、獲得で

きるまで何度も選挙を繰り返します。政治的な実権を握るのは首相で、議員の中から選出され

ます。2011年3月現在の大統領はイオル・アビル氏、首相はサト・キルマン氏です。 

3 ○ 
ホント 

バヌアツでは、村ごとに使っている言語が異なり、その数は100を超えます。村人同士の意志の疎

通を図るため、国語をビスラマ語と定め、英語とフランス語も公用語としています。（→P.25) 

4 ○ 
ホント 

中心街の中を移動するだけなら徒歩で十分な広さ

ですが、少し離れた場所に移動するときは、ミニバ

スやタクシーを利用します。特に、ミニバスが市民の

足となっています。ミニバスにはナンバープレートに

赤字で「B」と書かれ、タクシーには「T」と書かれてい

ます。ミニバスは、いわゆる乗合バスで、行き先が決

まっているわけではなく、先に乗った人の目的地が

優先されます。町中でも席が空いていれば停まって

くれるので、運転手に行き先を告げ、うまくあえば乗

ることができます。タクシーはメーターがついてはいま

すが、使われていないことが多いので、乗るときに料

金を交渉します。 

5 × 
ウソ バヌアツのほとんどの商品やサービスには12.5％の付加価値税（消費税）がかかります。所得税制

度がないため、国家財政の約6割を輸入関税と付加価値税に頼っています。生活必需品を輸入に

頼るバヌアツは物の値段も高く、物価は日本と同じぐらいです。 

6 ○ 
ホント 今は、「酋長」とは言わず「チーフ」といいます。バヌアツは、長い

間、英国やフランスの統治下にあったため、英国やフランスの文

化が取り入れられていますが、その一方で、伝統的なチーフによ

る統治が現在でも続いており、生活の重要な規範となっていま

す。そのため、生活習慣から社会のシステムまで、村によって

様々です。 

7 ○ 
ホント バヌアツの教育は、今でも英国やフランス統治の影響を受けてお

り、小学校の授業では、英語かフランス語が使われています。国語

であるビスラマ語は使われません。その理由としては、言語として

確立していないことと、英語との混乱を防ぐためです。子どもたち

は、授業以外の会話や家庭などでビスラマ語を覚えると同時に、

村のことばも覚えます。 

9 × 
ウソ 「首長ロイ・マタの地」が2008年、文化遺産として登

録されています。（→P.2７） 
白鳥貞夫 

首長ロイ・マタの地 

小熊裕子  

8 2003年にハダウェイ島海洋自然保護区内、深さ３ｍの

ところに設置された世界唯一の郵便局があります。特

別な訓練を受けた郵便局員がダイビング用具を着用

して作業をします。 

○ 
ホント 

海中郵便局 

http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23243&z1=AT53Q7rr
http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23429&z1=AT53Q7rr
http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23424&z1=AT53Q7rr
http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23422&z1=AT53Q7rr
http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23418&z1=AT53Q7rr
http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23418&z1=AT53Q7rr
http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23413&z1=AT53Q7rr
http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23410&z1=AT53Q7rr
http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23406&z1=AT53Q7rr
http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23400&z1=AT53Q7rr
http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23396&z1=AT53Q7rr
http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23393&z1=AT53Q7rr
http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23391&z1=AT53Q7rr
http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23389&z1=AT53Q7rr
http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23387&z1=AT53Q7rr
http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23241&z1=AT53Q7rr
http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23379&z1=AT53Q7rr
http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23379&z1=AT53Q7rr
http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23376&z1=AT53Q7rr
http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23372&z1=AT53Q7rr
http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23369&z1=AT53Q7rr
http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23359&z1=AT53Q7rr
http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23363&z1=AT53Q7rr
http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23363&z1=AT53Q7rr


バヌアツツアーへようこそ♪ 
現在バヌアツでは、観光産業に力を入れています。 

みなさんだったら、どんなツアーを企画しますか？ 

11 

1 ５～6人のグループに分かれてツアー会社を立ち上げます。まずは、会社名を決めましょう。 

2 みなさんの会社は、バヌアツ政府に依頼され、日本人向けのバヌアツツアーを企画することになりました。 
できるだけたくさんの人にバヌアツを知ってもらい、好きになってもらうことが目的のツアーです。 

さて、どんなツアーを企画しますか？ P.12～14の資料とP.17～20の写真を参考にツアーを企画して、模造

紙で参加者募集のポスターをつくってください。ポスターに必ず入れなければいけないのは、ツアー名、ツ

アーのウリ、スケジュールです。それ以外にも必要な項目を書きいれ、できるだけ魅力的なポスターをつくる

よう工夫してみましょう。 

3 では、いよいよポスターを使って旅行参加者を募集します。各グループ5分間で、ツアーを紹介するプレゼン

テーションを行います。発表グループ以外の人は、自分だったらどのツアーに参加するか考えながら発表を

聞きましょう。 

4 1人3枚ずつ丸いシールを配ります。このシールを、参加したいと思ったポスターに貼りましょう。1つの企画に

3枚のシールを貼ってもいいし、3つの企画に1枚ずつシールを貼ってもいいです。どのように貼るかは自由

です。もちろん、自分のグループの企画が1番だと思ったら、シールを貼ってもOKです。 

5 さて、どんな結果になりましたか？ みんなで感想を話し合ってみましょう。  

6 最後に、作業を通して、バヌアツの魅力は何だと思いましたか？ みんなで話し合ってみましょう。 



P.11の解説です。 
バヌアツの多様な文化と自然に触れ、地球上

には日本とは異なる国がたくさんあるこを知る。 
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C 

D E 

F 

G 

H 

I 

J 

A 

B 

A バンクス諸島＆トレス諸島 

B エスプリッツサント島 

北端に位置し、赤道に近いため、バヌアツの中では一番の降水量と湿度の高さ

を記録します。火山島から成り、活火山もあります。 

諸島の南部にあるモタラバ島はとても美しく、ジャングルが生い茂る先に椰子の

木々がずっと先まで立ち並ぶ白浜のビーチが続きます。そのすぐそばにあるのが

ラ島。白浜のビーチから張り出すように立つ椰子の木々が遠くからは屋根のように

見えます。ラ島では新鮮なロブスターを味わうこともできます。 

トレス諸島は、６つの島から成ります。北部に位置するヒウ島には、イェイエンウー

洞窟があります。ここは、ココナッツクラブ（ヤシガニ）の生息地でもあります。 

ラ島 

A:バヌアツ観光局  B:グリーン真由美 

バヌアツ最大の島。通称「サント」と呼ばれています。島の中心地

はルーガンビルです。第二次世界大戦中は、10万人を超える連合

国軍が駐留していました。そのころの遺物が眠るミリオンダラー・ポ

イントや客船から軍用輸送船となって魚雷に沈められたクーリッジ

号が沈むポイントは、スキューバーダイビングのダイバーたちの人気

スポットになっています。そのほか、湧水でできたとても青い池ブ

ルーホールやミレニアム洞窟、きめ細かい真っ白な砂浜シャンパン

ビーチなど、サントの美しさは格別です。 

アメリカのミュージカル映画「南太平洋」は、この島が舞台となって

います。 
シャンパンビーチ 

http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23243&z1=AT53Q7rr
http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23429&z1=AT53Q7rr
http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23424&z1=AT53Q7rr
http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23422&z1=AT53Q7rr
http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23418&z1=AT53Q7rr
http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23418&z1=AT53Q7rr
http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23413&z1=AT53Q7rr
http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23410&z1=AT53Q7rr
http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23406&z1=AT53Q7rr
http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23400&z1=AT53Q7rr
http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23396&z1=AT53Q7rr
http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23393&z1=AT53Q7rr
http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23391&z1=AT53Q7rr
http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23389&z1=AT53Q7rr
http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23387&z1=AT53Q7rr
http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23241&z1=AT53Q7rr
http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23379&z1=AT53Q7rr
http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23379&z1=AT53Q7rr
http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23376&z1=AT53Q7rr
http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23372&z1=AT53Q7rr
http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23369&z1=AT53Q7rr
http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23359&z1=AT53Q7rr
http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23363&z1=AT53Q7rr
http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23363&z1=AT53Q7rr
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C マエオ島＆ペントコスト島 

ペントコスト島の南部は、ヤムイモの収穫を願う独特な儀式ナゴール

で有名になりました。（→P.21）しかし、北部は、バヌアツ初の総理大臣

ウォルター・リニの出身地でもあり、英国国教会派やカトリック教徒が多

く住みます。 

マエオ島はとても細く、ごつごつとした岩場が56ｋｍにわたって伸びる

島です。中心部には山々が連なり、南東の海岸沿いはバードウォッチン

グがお勧めです。 

マエオ島は、昔からの秘密の社会集団が有名です。魔術が使われ、男

性が踊る伝統的なダンスを女性が見ることは許されません。また、女性

にもダンスがあり、それを男性が見ることも許されません。 

D マレクラ島 

バヌアツで2番目に大きく、30種類を超えるまったく異なる

言葉が話されています。ここには、原始的な集団ビッグナンバ

スとスモールナンバスが住み、この集団は人食い人種として知

られていたため、あまり人が近づかず、激しい奴隷狩りやヨー

ロッパ人がもたらした伝染病などの影響を受けずに済みまし

た。そのため、今も伝統的な文化・言語・習慣が多く残っていま

す。 

マレクラ島の人々はユニークな伝統を守りながらも外部の人

たちに対してフレンドリーで、今では「のろし」だった通信手段も

携帯電話になりつつあります。 

E アンブレム島 

「時間という概念が始まる以前の土地」という意味を持つ島。一対の

火山の噴火口から沸騰する溶岩が見られます。いまだ活火山でゴロゴ

ロと音がしています。 

現地のガイドをつければ、トレッキングツアーに出かけることもできま

す。ジャングルに覆われた噴火口や活動していない火山の溶岩、さら

にはココナッツ農園を見ることができます。 

F エピ島 

白浜の入り江を持つ静かな島です。海岸沿いにサンゴ礁が

あり、内陸部は熱帯雨林の木々に覆われています。 

ラメン湾にのびるビーチはエピ島で最も美しいところと言わ

れており、浅瀬に広がるサンゴ礁は、最高のシュノーケルポイ

ントです。この海には、ジュゴンが棲みついていて、交流するこ

ともできます。エピ島では、伝統文化のほか、温泉を楽しむこ

ともできます。 

C：白鳥貞夫 D：仲 誠一・陽子 E・F:バヌアツ観光局 

スモールナンバスの成人式の踊り 

バンジージャンプの基となったナゴールの儀式 

スモールナンバスの成人式の踊り 



14 

G エファテ島 

J アナトム島 

I タンナ島 

H エラマンゴ島 

首都のポートビラが置かれ、商業と観光のほとんどは、この島で

行われています。エファテというのは、「この地に落ち着こう」という

意味だという説があります。現在、約４万人がこの島に住んでおり、

半分以上はポートビラに、その他の人は海岸線沿いに住んでいま

す。内陸部に村はありません。エファテ島の海はとても美しく、生き

たサンゴと熱帯魚を見ることができます。さらに、火山や熱帯雨

林の珍しい鳥や蝶、何層にも重なる滝などを楽しむことができま

す。 

また、様々な国の料理を味わうこともできます。フランス料理、

ベトナム料理、中華料理、日本料理、イタリア料理、メキシコ料理、

タイ料理、メラネシアン料理などのレストランが集まっています。 

ヤスール火山 

19世紀に長老派教会宣教師によって、危険な地域である

と評判をたてられ、「受難の地」と名付けられた島です。白檀

の木が広大に生い茂っていましたが、ヨーロッパ人に発見さ

れてから、ほとんどを伐採されてしまいました。 

少し残る白檀の木やカヌーやスピードボートでしか近づけな

い白砂のスパ・ビーチ、手描きの壁画が楽しめる洞穴などを

楽しむことができます。 

約2千人の人々が、独自の慣習と文化を保ちながら暮らし

ています。収穫を祈るカスタムダンスを披露してくれるカスタ

ムビレッジ、活火山の河口を見下ろせるヤスール火山、草原

を駆けまわるホワイトグラスの野生馬の群れ、貨物船を信仰

の対象とする宗教ジョンフラム・カーゴ・カルトの村などを見

ることができます。 

バヌアツの人が住む島では、最南端です。 

ブッシュ・ウォーキングで80種類を超える野生のランや滝、

沸き立つ温泉を見ることができます。また、サンゴ礁に囲ま

れ、最高のシュノーケルポイントとなっています。ターコイズ色

の湾に囲まれたこの島は、「ミステリーアイランド」として有名

です。 

G:白鳥貞夫 H・J：バヌアツ観光局 I:小熊裕子 

http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23243&z1=AT53Q7rr
http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23429&z1=AT53Q7rr
http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23424&z1=AT53Q7rr
http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23422&z1=AT53Q7rr
http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23418&z1=AT53Q7rr
http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23418&z1=AT53Q7rr
http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23413&z1=AT53Q7rr
http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23410&z1=AT53Q7rr
http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23406&z1=AT53Q7rr
http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23400&z1=AT53Q7rr
http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23396&z1=AT53Q7rr
http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23393&z1=AT53Q7rr
http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23391&z1=AT53Q7rr
http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23389&z1=AT53Q7rr
http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23387&z1=AT53Q7rr
http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23241&z1=AT53Q7rr
http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23379&z1=AT53Q7rr
http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23379&z1=AT53Q7rr
http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23376&z1=AT53Q7rr
http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23372&z1=AT53Q7rr
http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23369&z1=AT53Q7rr
http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23359&z1=AT53Q7rr
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ラップラップとカヴァ！？ 

さて、バヌアツの人々はどんな食事をしているのでしょう？ 

C 

D 

B A 
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バヌアツは、1980年までイギリスとフランスの統治を受けた影響で、両国の食文化とバヌアツの伝統的な食

文化とが共存しています。代表的な料理はラップラップ。そして、太平洋諸島の多くの国で飲まれているカヴァ。

バヌアツのものが最も強いと言われています。 

さて、ラップラップとカヴァはどんな料理と飲み物なのでしょう？ 下の写真を見て、A～Dのどの材料をどのよう

に使うのか、レシピを考えてみましょう。  

ラップラップ カヴァ 

小熊裕子 

グリーン真由美 



バヌアツの食事情 

P.15のこたえと解説です。 
料理を通して、バヌアツの人々の暮らしに 

触れる。 

C D B A 
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ココナツ ヤムイモ バナナ カヴァの木 

● ラップラップ 

バヌアツの伝統料理。キャッサバやヤムイモやバナナなどに肉や魚を入れ、バナナやラップラップの葉に巻い

て地面を掘った天然のオーブンで焼く料理で、一緒に食べます。この時使うバナナは、日本人が普段食べて

いる甘いフルーツとは異なる種類で、甘くなく固い調理用のバナナです。 

つくりかた 

① 火をおこす。拳大の石をごろごろ火の中に入れて「焼け石」を準備しておく。 

② バナナの皮を剥き、すりおろす。（バナナの代わりにヤムイモやキャッサバなどでもOK) 

③ ココナツを削り、水を加えて煮立てココナツミルクを作っておく。  

④ バナナの葉（またはラップラップの葉）を放射状に何枚も重ねる。 

⑤ 重ねた葉の中央に②をのせる。 

⑥ ⑤の上に肉や魚など具をのせる。 

⑦ 荒熱のとれた③をまんべんなくかけ、塩で味付けする。 

⑧ 葉で厳重に包み、焚火の中に入れる。 その上に焼き石を置き、さらにバナナの葉を何枚もかけ 

   蒸し焼きにする。 

⑨ 1時間以上そのままにして、できあがり！ 

使うのは、 A B C 

● カヴァ 

カヴァの木の根を乾燥させ、粉状にして水に混ぜるか、あるいはそのまま水で揉み出したものを漉す。 

夜はカヴァでリラックス～～～ 

バヌアツでは、ヤムイモやタロイモ、バナナなどをよく食べま

す。料理の味付けは、ほとんどがココナツミルク味。 

ラップラップのほか、すりおろしたキャッサバと牛肉をバナナ

の皮に包んだトゥルクやヤムイモをすりおろした料理などがあ

ります。変ったものでは、コウモリも食べます。ポートビラには、コ

ウモリ専門のレストランもあるとか。 

フランスに統治されていたので、フランスの食文化も残って

います。特にフランスパンはとても安くておいしいです。 

そして、よく飲まれる飲み物はもちろん、椰子の実ジュースで

す。 

カヴァは、バヌアツだけではなく、太平洋地域の島々では広く飲まれている飲み物です。 

アルコール分は入っていないのに酩酊作用があり、飲むと頭が『ほわ～ん』としてリラックスできるのです。特

にバヌアツのカヴァは他の国のカヴァ（国によって呼び方は違います）に比べて強いといわれています。 

もともとカヴァは、儀式でチーフたちが飲む飲み物でしたが、現在はだれでも飲むことができ、日が暮れたら、

カヴァ・バーで気の合う仲間同士、カヴァに酔いしれ、語り合いながら、一日の疲れを癒すのがバヌアツ流。た

だし、タンナ島では、女性は飲むことはできず、儀式が行われているときは近づくこともできません。 

ちなみに、味は…泥と石鹸と洗剤と消毒剤を混ぜたような味…とか。チビチビ飲むのではなく、一気に飲む

のがマナーです。（→P.19)  

→P.17 

小熊裕子 

http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23243&z1=AT53Q7rr
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http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23387&z1=AT53Q7rr
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http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23379&z1=AT53Q7rr
http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23379&z1=AT53Q7rr
http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23376&z1=AT53Q7rr
http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23372&z1=AT53Q7rr
http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23369&z1=AT53Q7rr
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フォトギャラリー 
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～ラップラップを作ろう！～ 

グリーン真由美 
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～食材はマーケットで～ 

バラ売りはしないので 

まとめ買い。 

エスプリッツサント島の朝市の様子 

 ポートビラ：白鳥貞夫  エスプリッツサント島：グリーン真由美  

ポートビラ 

公設市場には、近くの村から食材が持ち込まれます。 

公設市場のそばのスーパーマーケット パンの工場直売店 

ラップラップ用の葉も売られます。 
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フォトギャラリー 
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～バヌアツのさまざまな風景と人々～ 

ポートビラの市街地 透き通った美しい水。 
沖に出れば、熱帯魚を見ることができる。 

ペレ島にある住居 カヴァ・バー（→P.16) 

地元で「クリスマスツリー」と呼ばれる木 

エスプリッツ・サント島のブルーホール★ Chief’s Nakamal  １００を超えるチーフ（酋長）の集会所 

ヤシの木プランテーション 



20 ★：小熊裕子  ★以外すべて：白鳥貞夫 

竹ざおにつけたフックでヤシの実を落とす 
キッチンに作られた石蒸し料理専用の場所 

火山灰を浴びて遊ぶ子どもたち タンナ島ヤーケル村のカスタムダンス開始を告げる子ども 

村の子どもたち 

日常の服も華やか★ バナナの葉で作った衣装をまとう女性たち★ 
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ちょっとブレイク 

～バヌアツからジャ～ンプ！～ 

バヌアツのペンテコスト島では、約1000年前から、

成人の儀式として「ナゴール」が行われています。男

性の勇気の証明と豊作祈願を兼ねて行われるも

ので、地上高く組まれた木製のやぐらから、足首に

結びつけた蔦のツルだけを命綱にして飛びおりま

す。 

約1000年前、タマレという暴力的な男が妻に殴り

かかりました。逃げた妻は、背の高い木に登って隠

れていましたが、見つかってしまいます。怒り狂った

タマレは、木に登り、妻を捕まえようとしますが、妻

は木から身を投げます。妻の死を嘆いて、あるいは

妻を逃した怒りから、タマレも木から身を投げ、地面

に激突して死んでしまいますが、妻は足首に蔦を巻

きつけていたため、助かりました。これが、ナゴール

の始まりです。 

背の高い木から伸びる枝をはがし、幹を保護する
ために木の枝でやぐらを作ります。足場は木で作ら
れ、太陽によって乾燥しすぎないよう、儀式の前ま
でしっかり葉で覆われています。その葉は、ジャン
パーがジャンプの前に取り去ります。足首に縛られ
る蔦は、雨期にはとても伸縮性があり、その先はや
ぐらに縛り付けられます。男性と男児、時には７歳ほ
どの幼い子がやぐらに登り、自分の力強さと、そし
て女性に対して「もうだまされないぞ」という意味を
こめて、足場から飛ぶのです。ナゴールは、豊作祈
願の儀式でもあるので、毎年4月の収穫時期にな
ると植物を使って、20～30ｍのジャンプ用の塔が
作られます。ジャンパーの髪の毛が地面に触れ、そ
れがヤムイモの豊作を祈る能力があると信じられ
ているのです。 
ジャンパーは、自分の蔦を自分で選びます。10ｃｍ
でも長すぎると命を落とすことになってしまいます。
そうした緊張感の中、儀式では、村人たちが歌った
り踊ったり、地面を蹴ったりして、ジャンプする男た
ちを送り出します。 

 

 

ナゴールの儀式を目の当たりにし、感銘を受けたA・J・ハケット氏が

ニュージーランドでスポーツとして成立させたものがバンジージャン

プのはじまり。1988年にカワラウ川にかかる吊橋、カワラウブリッジか

ら47メートルの高さをジャンプしたのが最初のバンジージャンプだと

言われています。バンジー（bungy）とは、ニュージーランドの方言で

「ゴムひも」のこと。日本では、山形県朝日村（現・鶴岡市）の「ふれ

あい橋」）上に1994年に開設されたものが最初の公式のバンジー

ジャンプです。 

ナゴールの儀式 

バンジージャンプあれこれ 

カワラウブリッジ 

白鳥貞夫 



第2章 

へぇ～！バヌアツと日本 



つながってる！バヌアツと日本 
バヌアツは日本人にとってそれほど身近な国ではありませんが、実はいろいろなところでつながっています。 

さて、カードに書かれていることはウソ？ ホント？ 

9 

5 6 

7 8 

2 1 3 

4 

23  

バヌアツも日本
も同じ環太平洋火
山帯に位置する。 

日本からバヌア
ツに輸出しているも
のはほとんどない。 

日本とバヌアツ
を含む太平洋諸国
の国々は「太平洋・
島サミット』を行い、
協力関係にある。 

バヌアツの玄関
口ポートビラ港の改
善を支援したのは、
日本である。 

バヌアツに日本
人が移住したことは
ない。 

日本のカツオとマ
グロの消費量の約8
割は、バヌアツのある
太平洋から獲れたも
のである。 

バヌアツと日本

の時差は6時間であ

る。 

バヌアツに日本
企業が進出したこと
はない。 

ココヤシを削る刃

は日本製が多い。 



P.23のこたえと解説です。 
意外とつながっているバヌアツと日本。 

クイズを通して、バヌアツに親近感をもつ。 
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1 × 
ウソ バヌアツと日本の時差は２時間です。日本の正午がバヌアツでは午後２時になります。 

ちなみに、バヌアツのペースは日本に比べてゆったりしています。 

2 × 
ウソ 

日本は、台湾、オーストラリアに次ぐバヌアツの主要輸入相手国です。首都ポートビラでは、日本

車を頻繁に見かけますし、電気製品も売られています。地域でも、釣針や⑨のココヤシを削る刃

は日本製であることが多いです。 

○ 
ホント 

3 バヌアツの島の約半分は火山ですが、その火山は、太平洋プレートがオーストラリアプレートに滑

り込むもので、環太平洋火山帯の一部をなしています。そのため、バヌアツでも地震が多く、２００９

年１０月にはマグニチュード７．８の地震が発生しました。また、２００１年にマグニチュード7.2の地震が

発生し、エファテ島の2つの橋が崩れ落ち、日本が復興の支援をしました。 

4 ○ 
ホント 日本政府は、ポートビラ港埠頭改善計画として無償資金協力を行いました。他にも、環状道路の

整備や沿岸資源の保全・管理、教育支援などさまざまな援助を行っています。バヌアツに対する

援助国としては、オーストラリア、アメリカに次いで、フランスと並ぶ３番目に多く援助しています。 

5 
× 
ウソ 明治時代以降、日本は、ハワイ、北米、中南米、東南アジアなど各地に移民を送出していましたが、

太平洋地域にも移住者はいました。オーストラリアなどに移住した人々がバヌアツに再移住する

例もありました。現在も84人の日本人がバヌアツに住んでいます。（2009年10月） 

6 ○ 
ホント 直接バヌアツからではありませんが、ビンナガマグロやキハダマグロ、カツオなど、日常的に食べ

ている赤身の魚の多くは太平洋の島々から輸入されています。 

7 ○ 
ホント 「太平洋・島サミット」は、日本が南太平洋（オースト

ラリア、クック諸島、ミクロネシア連邦、フィジー、キリバ

ス、ナウル、ニュージーランド、ニウエ、パラオ、パプア

ニューギニア、マーシャル諸島、サモア、ソロモン諸島、

トンガ、ツバル、バヌアツ）の首脳を3年に1度招待し

て行う首脳会議のことです。 

そこでは、日本やオーストラリア、ニュージーランドに

よる太平洋諸国への支援について話し合われます。

次回は2012年沖縄県名護市で開催される予定で

す。 

8 × 
ウソ 2007年現在、日本企業が3社バヌアツに進出しています。 

9 ○ 
ホント 日本国内ではあまり見られませんが、バヌアツでは日

本製の刃がよく使われています。 

第二次世界大戦と日本とバヌアツ 

第二次世界大戦の時、アメリカ軍がポートビラ郊外のメレ海岸に上陸したのは、昭和17年3月のことでし

た。実際にはその頃、日本軍はまだガダルカナル島にも至っていませんでしたが、アメリカ軍は日本軍が南

下してくると考え、バヌアツ（当時はニューヘブリデス）で食い止める作戦でした。 

素手でヤシの実を持ち、よく研いだ刀を
振り下ろして割ります。 

上陸した部隊は直ちに基地の建設にとりかかり、飛行場と軍用道路

を建設。さらに、原始的小集落にすぎなかったハバナに、大規模な司令

部や修理・補給のための施設、病院などが建設されました。これらの工

事には、大量に持ち込まれた建設重機が駆使された他、バヌアツ各地

から数千名の原住民が徴用され、工事開始から２ヶ月で形ができあ

がったそうです。 

結局、アメリカ軍は、ここを基地にソロモン諸島とニューギニアの日本

軍を攻撃しました。バヌアツ周辺には、そのころの遺物がたくさん残って

おり、ダイバーたちのスポットに、また、アメリカ軍の上陸地点は、今はバ

ヌアツで唯一の18ホールのゴルフ場になっています。 

 
終戦時に米軍が兵器類を投棄した海 

http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23243&z1=AT53Q7rr
http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23429&z1=AT53Q7rr
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http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23422&z1=AT53Q7rr
http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23418&z1=AT53Q7rr
http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23418&z1=AT53Q7rr
http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23413&z1=AT53Q7rr
http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23410&z1=AT53Q7rr
http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23406&z1=AT53Q7rr
http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23400&z1=AT53Q7rr
http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23396&z1=AT53Q7rr
http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23393&z1=AT53Q7rr
http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23391&z1=AT53Q7rr
http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23389&z1=AT53Q7rr
http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23387&z1=AT53Q7rr
http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23241&z1=AT53Q7rr
http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23379&z1=AT53Q7rr
http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23379&z1=AT53Q7rr
http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23376&z1=AT53Q7rr
http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23372&z1=AT53Q7rr
http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23369&z1=AT53Q7rr
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ちょっとブレイク 

～ビスラマ語に挑戦！～ 

ビスラマ語は英語を基にしたことばです。文法や単語が単純になっていて、例えば、車はすべてtruks、鳥はすべて

pidjins、海の生物はすべてfisです。そのため、複雑な考えや新しい概念を伝える時は、長くなってしまいます。 

日本語 英語 ビスラマ語 発音 

こんにちは Hello Alo アロ 

さようなら Good bye Tata タタ 

どうぞ Please Plis プリス 

おはよう Good morning Gudmoning グッドモニン 

おやすみなさい Good night Gudnaet グッドナエット 

すみません Excuse me. Skiusmi スキウスミ 

どうもありがとう Thank you very much. Tangkyutumas タンキュートゥマス 

お元気ですか？ How are you? Olsem wanem? オルセムワネム 

元気です I’m fine. I straet nomo イーストレトノモ 

いくら？ How much? Hamas ハマス 

お名前は何ですか？ What is your name? Wanem nem blong yu? 
ワネム ネム ブロング 

ユ 

わかりません I don’t understand. Mi no savee ミ ノ サビー 

すばらしい Excellent Nambawan ナンバワン 

じゃあ、またね See you. Lukim yu ルキム ユ 

そして and mo モ 

ビスラマ語の本 



第3章 

一緒に考えよう！こんな課題 



偉大なる首長ロイ・マタの掟と世界一幸せな国 

かつてのバヌアツは、争いの絶えない国でした。でも今は、「世界一幸せな国」。その秘密は？ 

2 

1 

3 

4 

27 

白鳥貞夫 

右の写真は、バヌアツ唯一の世界遺産「首長

ロイ・マタの地」です。ロイ・マタは、バヌアツで

「チーフの中のチーフ」と言われる人物。世界遺

産の地に住む村人たちは、今もロイ・マタをあ

がめ、その超能力を信じています。ロイ・マタに

関する伝説は数々ありますが、その中でも、彼

が平和な社会を築くためにつくった掟「ナフ

ラック」は、現代の私たちにとっても考えさせら

れるものがあります。 

さて、「ナフラック」とはどんな掟だったのでしょ

う？ 下の文章を読んで考えてみてください。 

首長ロイ・マタが制定した平和を導くシステム 

1600年代、エファテ島に住む人々は争いを繰り広げ、大エファテ戦争と呼ばれるほどの抗

争の時代が続いていました。その争いを収めた首長ロイ・マタは、平和を祝う「平和の宴」を

開催することに決めました。各村々に宴の案内を出したのですが、ひとつだけ参加の条件

がありました。 

さて、その条件とはどんなものだったでしょう？ 

現在バヌアツは、国連が定めた「最貧国」の1つです。80％以上の家庭には電気がなく、天然資源もなく、

多くの人々は自給自足の生活をしています。就学率は80％で、識字率は53％、平均寿命は70歳です。 

しかし、2006年英国のシンクタンクの調査により、バヌアツは「世界一幸福な国」にランキングされました。 

これは、「人生への満足度×平均寿命÷地球環境への負荷度」で計算されたものです。バヌアツ以外の

結果は、次のとおりです。この表を見てどう思いますか？ 

順位 国名 人生満足度 平均寿命 地球環境負荷 総合 

１ バヌアツ 7.4 68.4 1.1 68.2 

31 中国 6.3 71.6 1.5 56.0 

65 スイス 8.2 80.5 5.3 48.3  

95  日本 6.2 82.0 4.3 41.7 

150 アメリカ 7.4 77.4 9.5 28.8 

みなさんの人生満足度は何点ですか？ あと何があれば、その点数はあがりますか？ 

「幸せ」というのは何でしょう？ 「幸せ」と感じるのは人それぞれですが、それでも共通な要素もあるでしょ

うか？ 人々が幸せと感じるために、最低満たされているとよい要素は何でしょう？みんなで話し合ってみま

しょう。 

 



今も継がれるロイ・マタの掟 

世界一幸福とは！？ 

P.27のこたえと解説です。 
「幸せ」とは何か？ バヌアツの事例を通して 

自分の生活をふりかえる。 
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ロイ・マタが出した条件は… 

「それぞれ、何でもいいからお供え物をもってくるように」 

というものでした。 

平和の宴の当日、お供え物を持って集まった人々に向かっ

て、ロイ・マタは言いました。 

「よく集まってくれた。長い闘いの日々もこれでおしまいだ。 

それぞれ、いろいろな物を持ってきてくれたようだが、ココナッ

ツを持ってきたものはここに集まってくれ。魚を持ってきたも

のはこちらへ、石を持ってきたものはここ、薬草を持ってきた

ものはここに集まってくれ。同じ物を持ってきたものたちは、

今後同じナフラックにする。同じナフラックに属すものは、

別々に住んでいようと、遠く離れていようと、家族と思うよう

に。同じナフラックのものが訪ねてきたときは、親切にし、 

お互い助け合うように。」 

 

その後、ロイ・マタは兄弟の毒矢に倒れ（諸説あり）、レレパ島

で亡くなりました。海底の洞窟を抜け、エレトカ島（通称ハッ

トアイランド）で46人の殉死者と一緒に埋葬されました。 

ロイ・マタは長い間伝説の人物と考えられていましたが、

1967年フランスの考古学者によって調査が行われ、ロイ・マ

タのものと思われる墓と46人の殉死者が見つかったことか

ら、実在の人物と認められました。 

ロイ・マタの掟は今もまだ引き継がれ、エファテ島とその周辺の人々の間では、「お前、何ナフラック？」「おれ、石

ナフラック」「じゃあ、好きなだけ家にいてくれてもいいぞ。家族だもんな」という会話が交わされるそうです。 

「争いをしない」「お互いに助け合う」という精神が、今なおバヌアツの人々の心に受け継がれていることが、「世

界一幸福な国」になった要因の1つとも言えるのかもしれません。 

バヌアツは、人口もそれほど多くなく、消費する以上に食糧を生産することができるので、飢えの心配はあり

ません。電気もガスも水道も充分ではありませんが、豊かな自然に囲まれて暮らしています。家族や村の人々が

助け合い支え合っている社会で、物乞いもホームレスもいません。心配することはほとんどなく、ちょっとしたこと

でもハッピーになれる人々です。 

しかし一方で、ランキングの表を見てみると、先進国ほど順位が低くなっているのがわかります。この指標が

「いかに自然環境をこわさず、幸せに暮らしているか」を見るものなので当然と言えば当然なのですが、バヌアツ

でも「世界一幸福」と聞いて、必ずしも喜ぶ人ばかりではありません。 

「幸せ」は人それぞれですが、例えばこんな要素が満たされていることが最低限必要かもしれません。 

   

   ● 平和であること 

   ● 食べるものがあること 

   ● 安心して暮らせる住居があること 

   ● 家族がいること 

   ● 必要な教育が受けられること 

   ● 将来の不安がないこと 

仲 誠一・陽子 

白鳥貞夫 

ロイ・マタの死を描いたと考えられている壁画 

エレトカ島 
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教育は大切？ ～バヌアツの教育事情～ 

世界一幸福な国であるバヌアツも様々な課題を抱えています。 

1 

C 

D 

E 

B 

A 
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次の文章はバヌアツの教育事情について書かれたものです。さて、これはウソ？ ホント？ 

バヌアツの初等教育は日本と同じ6年間で、義務教育である。 

バヌアツでは、国語のビスラマ語で授業が行われる。 

初等教育を受けた全員が中等教育にあがる。 

バヌアツの識字率は７０％である。 

バヌアツの初等教育の授業料は無償である。 

2 「学校に行けない」とどんなことに困るでしょう？ 模造紙に派生図でできるだけたくさん書き出してみま
しょう。 

3 さて、みなさんがバヌアツの教育を支援するとしたら、どんな支援をしますか？  
グループで「バヌアツの教育支援プロジェクト」を企画してみましょう。 

4 グループで考えた企画を発表しましょう。みんなの発表を聞いたら、他のグループのよかったところ、支援を
するときに気をつけなければいけないと思ったことなど、感想を話し合いましょう。 

学校に 

行けない 



もしも学校に行けなかったら… 

バヌアツの教育事情と日本の支援 

P.29のこたえと解説です。 

バヌアツの抱えている課題を知るとともに、 

解決策を主体的に考えることで、主体的に 

地域や地球に関わる姿勢を学ぶ。 

1 
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A × 
ウソ 

バヌアツの初等教育は、2006年に6年から8年へと変わりました。まだすべての学校で移行が

できているわけではありませんが、これによって6年生から７年生への進級試験がなくなり、基

礎教育の就学率をあげていこうとしています。 

B 
× 
ウソ 学校では、英語またはフランス語で授業が行われています。（→P.１0⑦） 

C ○ 
ホント 授業料は無償です。ただし、２００９年までは「学校運営費」が集金されていました。２０１０年から

は政府が学校運営費を払うようになり、保護者は昼食代と交通費を負担するだけになってい

ます。 

D 
× 
ウソ 

生徒の学校残存率は低く、8年生終了時で入学時の半分しか就学していません。残り半数は

8年生までに退学してしまっていると考えられます。中等教育まで進学できるのは3割程度で

す。 

E × 
ウソ バヌアツの識字率は５３％です。半分ぐらいしか読み書きができないということになります。 

就学率や識字率が示しているとおり、バヌアツの教育はさまざまな課題を抱えています。たとえば、学校が

足りない、トレーニングを受けた教師が足りない、教材が古い、カリキュラムが確立されていない…など。そうし

た中、家庭の事情で学校に通えなかったり、通えても途中で退学してしまう子どもたちがたくさんいるのです。 

現在、バヌアツ政府は、どの地域の子どもにも最低10年の教育が受けられることを目標に掲げ、学校制度

の見直し、教師の育成などに力を入れています。 

  日本も、学校建設の資金を援助したり、教師を派遣したり、教師のトレーニングを行うなど、教育面での支

援をしています。 

● 文字を読むことができない  

● 自分の名前も書けない  

● かんたんな計算ができない  

● 学校のともだちと遊んだり、学びあったりできない  

● 健康に生きるために必要なことがわからない  

● 将来の夢や仕事の希望をもったり、そのために必要なことが学べない  

● 自分の住む社会や世界の問題を解決する方法がわからない 

学校に行けなくて文字の読み書きができないままおとなになってしまった人が、今、世界には7億7,500万人

います。 学校に行けないと… 

 

（上左）：小熊裕子 （上右・下）：白鳥貞夫 

アナイチョム島の小学校 
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フォトギャラリー 

31 （ビルビル村）グリーン真由美  （トカダンス）白鳥貞夫 （フェイスペイント2枚）仲 誠一・陽子 

～伝統を守り続ける人々～ 

ビルビル村 

ルーガンビルの町から車で約４０分のビルビル村。 

古代から伝わるペンテコスト島の慣習を大切にし、

カスタムダンス、バンダナスの葉のかごの作り方、

カヴァの植え方、作り方などを教えてくれます。 

 

タンナ島のトカダンス 

バンダナスの植物で造ったカラフルな腰みの

をつけ、フェイスペイントをして、大地を足で

「ドンドン」と踏み鳴らしながら、歌い、踊りま

す。もともとは収穫祭でしたが、今は村同士

の親睦を図る祭りになっています。ちなみに、

「トカ」は鉤状になった棒を差し、男性が空に

向かって突くことで、悪霊を追い払い、幸運を

引き寄せます。 



第4章 

そして未来へ 



ランキングで考える元気な地球のつくり方 

今、日本は元気でしょうか？ 地球は元気でしょうか？ 

1 まずは、次のニュースを読んでみましょう。 

2 では、Ｐ.3５の資料を見てみましょう。国際通貨基金（ＩＭＦ）による2010年の「国内総生産（ＧＤＰ）」「人間開発

指標（ＨＤＩ）」「国民総幸福度（ＧＮＨ）」の国別ランキング上位を表した表です。（→詳細P.3４）Ａ～I にはどこ

の国が入ると思いますか？ また、①のニュースとこれらの表を見て、どんな感想を持ちましたか？ 

みんなで話し合ってみましょう。 

3 では、これから日本はどんな国を目指していったらいいと思いますか？自分自身がどんな国で暮らしたいかを
考え、次のカードの優先順位の高いものから下のように並べ、その理由も考えてみましょう。（下のカード以

外に新しいカードをつけ加えてもＯＫです。） 

4 グループでそれぞれが考えたランキングを共有し、その理由もお互いに伝えてみましょう。 

5 グループで話し合ってみて、どんな感想を持ちましたか？全員で感想を話し合ってみましょう。 

6 では、グループのみんなが暮らしやすい国を実現するために大切なことは何だと思いますか？「国が元気」と
いうのはどういうことだと思いますか？ グループでまとめ、模造紙を２つに分けて、左半分に書き出してみま

しょう。 

7 さて、みんなが⑥で書いた模造紙をもう一度見てみましょう。日本が元気になった時、日本以外の他の国
は元気ですか？日本が元気になることで、他の国の元気を奪ってはいませんか？ 

日本だけでなく、日本を含めた地球全体が元気になるために大切なことは何でしょう？⑥の模造紙の左半

分に書いたアイデアにつけ加えたり修正したりするものがあれば、右半分に書き出してみましょう。 

9 このアクティビティに正解はありません。これまでの作業を通して、どんなことを感じましたか？ 
感想をみんなで話し合ってみましょう。 

8 グループで考えたことをみんなで共有しましょう。 

日本のＧＤＰ、中国に抜かれ世界第3位に！ 

ＧＤＰ（国内総生産）は国の経済力を表す指標で、その国で1年間つくられたものや提供された

サービスなどの金額をすべて合計した数字。内閣府が2010年2月14日発表した10年の日本の

名目ＧＤＰがドル換算で5兆4,742億ドル（479兆2,231億円）となり、中国の名目ＧＤＰ５兆8,786億

ドル（39兆7,983億元）を下回り、世界第3位になりました。日本は1968年以来世界第2位の経済

大国でしたが、43年ぶりにその座を明け渡しました。 

経済力の強い国 

古くからの伝統文化
を守り続ける国 

平和な国 

自然豊かで環境を 
守る国 

食料自給率の高い国 

多様な人々を受け入
れる多文化共生の国 

誰もが平等な国 

誰もが高い質の教育
を受けられる国 

高 

↑ 

優先順位 

↓ 

低 
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国の状況を表す様々なランキング 

P.33のこたえと解説です。 
｢豊かさ」の指標を通して、だれもが暮らし

やすい社会とはどんな社会なのか考えよう。 

2 A アメリカ合衆国 B インド C ドイツ 

D E F 

● 国内総生産 （ＧＤＰ：Gross Domestic Product） 

GDP（国内総生産）とは、日本の国内で、1年間に新しく生みだされた生産物やサービスの金額の総和のこと

です。GDPはその国の経済の力の目安によく用いられます。また、経済成長率はGDPが1年間でどのくらい伸び

たかを表わすものです。経済が好調なときはGDPの成長率は高くなり、逆に不調なときは低くなります。GDPは

市場価格をベースに計算されるため、物価の変動の影響をうけます。その物価変動を考慮しないものを「名目

GDP」、物価変動を考慮したものを「実質GDP」といいます。例えば、2009年から2010年に名目GDPが100兆か

ら200兆になったとしても、物価が2倍になっているとすると、実質GDPは100兆のままです。 

GDPと似たものに、GNP（Gross National Product:国民総生産）があります。GDPが国内で新たに生産された物

やサービスの付加価値の合計額であるのに対し、GNPは国内に限らず海外の日本企業の生産額も含みます。 

以前はGNPがよく使われていましたが、最近は、国内の景気をより正確に測る指標としてGDPがよく使われま

す。また、GNPとほぼ同一のものとして、GNI（Gross National Income:国民総所得）があります。1993年の国連に

よる勧告に基づき、日本政府が導入した国民経済計算の体系（９３ＳＮＡ）では、ＧＮＰの概念を廃止し、ＧＮＩを導入

しています。 経済産業省キッズページ 

●人間開発指標 （ＨＤＩ： Human Development Index） 

人間開発の3つの基本的な側面「健康で長生きできるかどうか」「知識を得る機会があるかどうか」「人間らし

い生活を送れるかどうか」について、長期にわたる進歩の度合いを測定するための総合的な指標。国連開発計

画が毎年発表している「人間開発報告書」で報告されますが、その内容は年々修正されています。2009年ま

では、出生時平均余命、成人識字率および初・中・高等教育の総就学率、そして米ドル建て購買力平価

（PPP）に換算された1人当たりの国内総生産（GDP）に基づいて算出していましたが、2010年には新たな３項目

が追加されました。それは、 

  ◎不平等調整済み人間開発指数 

      健康状況と教育状況、それに所得の分配状況に関して、どの程度の不平等が存在するかにもとづい 

て、国ごとのHDIの数値に修正を加えた指標 

  ◎ジェンダー不平等指数 

      女性の健康の水準と教育の水準、政治や職場への参加の度合いを考慮に入れて、国の中での男女の

格差を把握し、同時に国家間の比較を行うことを目的とする指標 

  ◎多次元貧困指数 

      健康、教育、生活水準など複数の側面における世帯レベルの貧困状況を把握するための指標 

 です。また、これまでの米ドル建てPPPに換算された1人当たりのGDPにかわって、米ドル建てPPPに換算され

た1人当たりの国民総所得（GNI）を用いて、生活水準については算出されています。さらに、2010年の報告書

のテーマは、まさに｢国家の真の豊かさ」。HDIは、人間の「幸福」は金銭だけでは決まらず、みずから選択し追求

するに値すると考える人生計画を実現できる可能性がどの程度あるかによって決まってくると考えています。 

ブータン王国のジグメ・シンゲ・ワンチュク国王が1976年、国際会議で提唱した国家建設の開発理念。「国に

とって大切なのはＧＮＰ（Gross National Product：国民総生産）よりＧＮＨ（Gross National Happiness：国民総幸福

度）なんです。ペットボトルの水がよく売れる国はGNPは上がるが、自然破壊がなく、川の水が飲める国はGNH

が高い。塾で疲れた子どもたちより、自然の中で遊べる子ども達の方が幸福度が高い。」ブータンは、独自の文

化と徹底した環境保護政策から観光客が増加しており、1人当たりの国民所得は870ドルと、インドより大きく

なっています。最近では、物質的な豊かさと精神的な豊かさを共に示す基準として、「基本的生活度合い」「文

化の多様性」「感情の豊かさ」「健康」「教育」「時間の使い方」「自然環境」「コミュニティの活力」「良い統治」な

どGNH指標作りが、日本などの学者たちの間で進められています。Ｐ.35の表は2006年イギリスのレスター大学

の社会心理学者エードリアン・ホワイト氏が、全世界約８万人の人々に聞き取り調査を行った各種国際機関

（ユネスコ、CIA、WHOなど）の発表済みレポート（100種以上）のデータを分析して行った「ＧＮＨランキング」です

（イラクなどの紛争地域を除外した世界178カ国を対象） 。なお、この調査で日本は90位でした。 

●国民総幸福度 （ＧＮＨ： Gross National Happiness） 

G デンマーク H スイス I オーストリア 

ノルウェー オーストラリア ニュージーランド 

人間開発報告書2010 
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C 

D 

E 

F 

G 

H 

I 

B 

A 

国内総生産（ＧＤＰ） 
[2010年] 

１ 

２ 中国 

３ 日本 

４ 

５ 

６ ロシア 

７ ブラジル 

８ 英国 

９ フランス 

10 イタリア 

11 メキシコ 

12 韓国 

13 スペイン 

14 カナダ 

15 インドネシア 

16 トルコ 

17 オーストラリア 

18 イラン 

19 台湾 

20 ポーランド 

21 オランダ 

22 アルゼンチン 

23 サウジアラビア 

24 タイ 

25 南アフリカ 

26 エジプト 

27 パキスタン 

28 コロンビア 

29 マレーシア 

30 ベルギー 

人間開発指標（ＨＤＩ） 
[2010年] 

１ 

２ 

３ 

４ アメリカ合衆国 

５ アイルランド 

６ リヒテンシュタイン 

７ オランダ 

８ カナダ 

９ スウェーデン 

10 ドイツ 

11 日本 

12 韓国 

13 スイス 

14 フランス 

15 イスラエル 

16 フィンランド 

17 アイスランド 

18 ベルギー 

19 デンマーク 

20 スペイン 

21 香港（中国） 

22 ギリシャ 

23 イタリア 

24 ルクセンブルク 

25 オーストリア 

26 英国 

27 シンガポール 

28 チェコ共和国 

29 スロベニア 

30 アンドラ 

国民総幸福度（ＧＮＨ） 
[2006年] 

１ 

２ 

３ 

４ アイスランド 

５ バハマ 

６ フィンランド 

７ スウェーデン 

８ ブータン 

９ ブルネイ 

10 カナダ 

11 アイルランド 

12 ルクセンブルク 

13 コスタリカ 

14 マルタ 

15 オランダ 

16 ｱﾝﾃｨｸﾞｱ・ﾊﾞｰﾌﾞｰﾀﾞ 

17 マレーシア 

18 ニュージーランド 

19 ノルウェー 

20 セーシェル 
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目で見るバヌアツ 

◆国旗：『世界の国旗』吹浦忠正監修（Ｇａｋｋｅｎ）、 『世界の国旗と国章大図鑑』苅安望編著（平凡社）◆面積・首都・民族・通貨・言
語・宗教：外務省ウェブサイト「各国・地域情勢」◆人口：世界子供白書２０１０（ユニセフ）◆日本の面積：総務省統計局「日本の統計
2010」◆日本との時差：「世界の国一覧表2007年版」（財団法人世界の動き社）◆気候帯：探検しよう！ みんなの地球 

●言語● 

ビシュラマ語（ピジン英語） 
英語 フランス語  
（いずれも公用語） 

    

●宗教● 

主にキリスト教（プレスビタリアン  
ローマ・カトリック アングリカン  

セブンス・デイ・アドベンティスト 等） 

●民族● 

メラネシア系 その他 
中国系 ベトナム系  
及び英仏人が居住 

●気候帯● 

熱帯雨林気候 
 

●通貨● 

 バツ 

1980年に英仏両国の統治下から独立した年に国旗が制定されました。赤い色は太陽を表し、

緑は豊かな森林で覆われた国土、黒は国民、黄色は豊かさを表しています。黄色い円に見える

のはイノシシの牙で、国富を象徴し、その中は２枚の木の葉で、国民の団結の象徴です。黄色い

「Ｙ」の字はキリスト教の三位一体の象徴であり、また、83の群島がその形に散在しています。 

●人口● 

127,293,000人 

234,000人 

(2008年) 

+2時間 

●日本との時差● 

正午 10:00 

●面積● 

377,944ｋ㎡ 

12,190ｋ㎡ 

（新潟県とほぼ同じ） 

首都 

ポートビラ 
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◆主要産業・在留邦人数・在日当該国人数：外務省ウェブサイト「各国・地域情勢」◆一人あたりのGNI・出生時の平均余命・都市人
口の比率・５歳未満児の死亡者数・初等教育純就学／出席率・人口増加率・成人の総識字率：世界子供白書２０１０（ユニセフ） 

●成人の総識字率● 

（200３～200８年） 

78％ 

0.1％ 

2.6％ 

● 人口増加率 ● 

（2000～2008年） 

（200３～200８年） 

80％ 

●           ● 
初等教育 

純就学/出席率 

66％ 

● 都市人口の比率 ● 

25％ 

(2008年) 

● 主要産業 ● 

農業 観光業 

●在留邦人数● 

84人（200９年10月現在） 

●在日バヌアツ人数● 

5人 
(200９年 法務省在留外国人統計） 
 

● 一人あたりのＧＮＩ ● 

(2008年) 

38,210米ドル 

2,330米ドル 

5歳未満児の死亡者数
（出生1000人あたり） 

●              ● 

(2008年) 

４人 

33人 

83年 

● 出生時の平均余命 ● 
(2008年) 

70年 
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バヌアツ地図 

大洋州 

ニュー・ヘブリディズ諸島 

ポートビラ 

エファテ島 
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大洋州 
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参考文献・データ等の出典 

● 外務省「各国地域情勢」 
     http://www.mofa.go.jp/mofaj/ 
● 外務省「探検しよう！ みんなの地球」 
     http://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/sanka/kyouiku/kaihatsu/chikyu/index.html 
● 総務省統計局「日本の統計」  
     http://www.stat.go.jp/data/nihon/index.htm 
● 財団法人日本ユニセフ協会「世界子供白書２０１０」 
     http://www.unicef.or.jp/library/index.html 
● バヌアツ観光局日本支局 
    http://vanuatutourism.info/index.htm 
● エスピリット・サント島とたくさんの島々 in バヌアツ 
    http://blogs.yahoo.co.jp/santomarakai  
● 世界一幸せな国 バヌアツ 
    http://www.geocities.jp/nakaporzellan/ 
● バヌアツ通信 
    http://www7a.biglobe.ne.jp/~shirats/index.html 
● 地球探検 
     http://www.pref.fukushima.jp/kokusai/wwt/vanuatu/index.html 

● 『南太平洋を知るための58章』吉岡政徳・石森大知編著 明石書店 
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特定非営利活動法人 NIED・国際理解教育センター  

財団法人 愛知県国際交流協会 

● 白鳥貞夫 

● 仲 誠一・陽子 

41 



わたしたちの地球と未来 

バヌアツ共和国 

2011年3月 

財団法人 愛知県国際交流協会  

  〒４６０－０００１  

     名古屋市中区三の丸二丁目6番1号  

               あいち国際プラザ 

  ＴＥＬ：052-961-8746  ＦＡＸ：052-961-8045 

  Ｅ-mail：koryu@aia.pref.aichi.jp   

  ＵＲＬ：ｈｔｔｐ：//www2.aia.pref.aichi.jp 

印刷 

発行 
編集 

世界の国から学ぶ 世界の国を知る 

駒田印刷株式会社 



ジ
ブ
チ
共
和
国 


	ﾊﾞﾇｱﾂ0.pdf
	ﾊﾞﾇｱﾂ1
	ﾊﾞﾇｱﾂ2
	ﾊﾞﾇｱﾂ3
	ﾊﾞﾇｱﾂ4

